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は
じ
め
に 

７
月
３１
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

「
日
中
国
交
正
常
化
４０
周
年
を
祝

う
友
好
の
旅
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
満
蒙
開
拓
青
年
義
勇
軍

村
上
中
隊
出
身
の
杉
山
勝
己
さ
ん

（
長
岡
県
営
住
宅
）
の
足
跡
を
訪
ね

る
」
旅
で
、
青
木
先
生
（
関
西
高
校
）

が
企
画
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
１
９

９
６
年
に
帰
国
し
た
杉
山
さ
ん
の
足

跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
義
勇
軍
・

中
国
残
留
孤
児
問
題
を
理
解
し
て

い
く
こ
と
」と
述
べ
て
い
ま
す
。 

こ
の
旅
に
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｋ
の
前
川
記

者
が
同
行
し
、
８
月
９
日
・
１０
日
、

２４
日
に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し

た
。 行

程 

７
月
３１
日
、
岡
山
空
港
か
ら
ソ

ウ
ル
の
仁
川
を
経
由
し
、
瀋
陽
空
港

に
到
着
し
ま
し
た
。
８
月
１
日
は
、

専
用
車
で
瀋
陽
市
内
の
見
学
を
し

な
が
ら
杉
山
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
ア

パ
ー
ト
、
義
弟
の
お
墓
参
り
、
戦
後

さ
ま
よ
っ
た
公
園
跡
（
義
弟
に
見
つ

け
ら
れ
た
場
所
）
、
働
い
て
い
た
工

場
な
ど
を
尋
ね
ま
し
た
。 

２
日
は
、
瀋
陽
駅
か
ら
列
車
Ｄ
一

七
三
（
中
国
の
新
幹
線
）
に
乗
り
約

山
商
大
に
留
学
し
、
岡
山
市
清
輝

橋
に
住
ん
で
い
た
）
及
び
瀋
陽
・
牡

丹
江
の
現
地
の
通
訳
・
運
転
手
で
、

車
中
は
１２
人
で
移
動
し
ま
し
た
。 

 

西
森
さ
ん
は
、
中
国
語
を
話
し

た
い
の
と
、
中
国
帰
国
者
の
こ
と
を

よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
参
加

し
ま
し
た
。 

私
は
誕
生
の
地
、
龍
爪
開
拓
団

跡
地
が
コ
ー
ス
に
入
っ
て
い
た
の
で
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目
で

す
。
詳
細
は
、
今
後
参
加
者
の
感
想

な
ど
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林
軍
治 

５
日
は
、
午
前
中
牡
丹
江
市
内

見
学
と
お
土
産
を
買
い
、
牡
丹
江

空
港
か
ら
仁
川
経
由
で
午
後
８
時

３０
分
頃
岡
山
空
港
に
到
着
し
ま
し

た
。 参

加
者 

前
述
の
杉
山
・
青
木
・
前
川
に
加

え
、
日
中
岡
山
か
ら
小
林
・
西
森
、

日
中
倉
敷
か
ら
守
屋
、
そ
れ
に
中

島
親
子
、
長
尾
夫
妻
の
計
１０
人
で

す
。
全
行
程
の
ガ
イ
ド
王
さ
ん
（
岡

９・１８柳条湖事件 

（満州事変）の 

街頭宣伝行動のお知らせ 

・と き 9月 18日（火）10時 30分～12時 

・ところ 天満屋アリスの広場前 

・内 容 ビラまき宣伝行動 

※今回は「中国帰国者の尊厳を回復する岡山の会」

と共同で行います。 

そのため、「中国残留孤児の配偶者の生活支援を求

める署名」も実施します。 

多数のみなさんの参加をお願いいたします。 

四
時
間
三
〇
分
で
ハ
ル
ビ
ン
へ
、
到
着

後
は
専
用
車
で
牡
丹
江
に
直
行
し

ま
し
た
。 

３
日
は
、
牡
丹
江
か
ら
「
岡
山
県

龍
爪
開
拓
団
の
関
係
跡
地
」
を
訪

ね
、
林
口
経
由
で
七
台
河
ま
で
「
北

満
州
」
の
風
景
を
堪
能
し
な
が
ら
車

を
走
ら
せ
ま
し
た
。 

４
日
は
、
義
勇
軍
の
大
茄
子
訓

練
所
跡
地
、
井
戸
な
ど
を
訪
れ
ま

し
た
。
夜
は
、
牡
丹
江
の
ホ
テ
ル
に

帰
り
宿
泊
し
ま
し
た
。 

日
中
国
交
正
常
化
４０
周
年
を
祝
う
友
好
の
旅 瀋陽の９・１８記念館前で、左から長尾夫妻、西森、守屋、杉山、

小林、中島（父）、前川、中島（娘）、青木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月は、日中国交回復４０周年の月です。これを記念して、日本

と中国の友好に尽くした岡崎嘉平太の業績を通じ国交正常化の

意味について考える文化講演会を開催します。 

2265 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

９
月
１１
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

西森 

・２
０
０
８
年
・・
・６
０
０
部 

・２
０
０
９
年
・・
・５
０
０
部 

・２
０
１
０
年
・・
・５
３
０
部 

・２
０
１
１
年
・・
・５
４
０
部 

 

今
年
は
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問

題
な
ど
「
中
国
脅
威
論
」
を
あ
お
る

マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ
り
、
日
中
関

係
は
悪
化
し
、
販
売
活
動
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

は
、
９
月
２９
日
、
日
中
国
交
回
復

４０
周
年
で
政
府
・
民
間
を
問
わ
ず

様
々
な
交
流
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
中
岡
山
・
倉
敷
も
「
草
の
根
」

の
交
流
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
不
再
戦
、
平
和
運
動

や
太
極
拳
、
中
国
語
講
座
な
ど
の

文
化
活
動
に
確
信
を
も
っ
て
、
情
勢

に
臆
す
る
こ
と
な
く
販
売
活
動
を

進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
中
国
帰
国

者
に
対
し
て
、
「
新
支
援
法
」
が
成

立
し
て
か
ら
は
、
中
国
帰
国
者
と
の

交
流
や
日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど

に
あ
て
ま
し
た
。 

 

２
０
１
１
年
か
ら
は
、
中
国
帰
国

者
へ
の
「
新
・
新
支
援
法
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
た
「中
国
帰
国

者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡
山
の
会
」

へ
の
支
援
活
動
と
し
て
も
と
り
く
み

ま
し
た
。 

こ
の
９
年
間
は
、
多
く
の
県
民
の

み
な
さ
ん
の
御
協
力
で
販
売
活
動

は
す
す
み
ま
し
た
。 

・２
０
０
３
年
・・
・３
３
５
部 

・２
０
０
４
年
・・
・４
６
０
部 

・２
０
０
５
年
・・
・５
８
０
部 

・２
０
０
６
年
・・
・７
０
０
部 

・２
０
０
７
年
・・
・５
２
０
部 

２
０
１
３
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
販

売
が
、
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。 

今
年
で
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
も
１０

年
目
を
迎
え
、
歴
史
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
０
２
年
に
岡
山
支
部
は
、

次
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
、
販
売

活
動
を
し
ま
し
た
。 

一
、 

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
支
援

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。 

二
、 

日
中
の
財
政
に
寄
与
す
る
。 

三
、 

中
国
に
対
す
る
正
し
い
理
解

を
広
げ
る
。 

  

２
０
０
６
年
に
は
、
県
下
で
７
０
０

部
と
最
高
の
販
売
数
を
記
録
し
、

財
政
の
み
な
ら
ず
、
中
国
へ
の
関
心

を
高
め
、
「
孤
児
」
訴
訟
支
援
の
世

論
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。 

 

９
月
末
に
は
現
物
が
到
着
し
ま

す
。
左
記
の
連
絡
先
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  

竹内和夫 

「ラぬき」も正しい（１） 

 ２０１０年４月２４日の『山陽新聞』に｢日本語の乱れ見

逃さないで｣と題する投書がのっていました。山下さんとい

う女性のいい分は、｢見れんかった｣は｢見られなかった｣が

文法上は正しいと思います。 ということであった。そして

｢こうした日本語の乱れは正しい日本語を使う上で見逃し

てはならないこと｣と書かれ、｢自らの恥を世界中にさらし

ているように思えてなりません｣といわれる。 

 ２３で、可能の派生形として、「ラぬきことば」もいれま

した。１段動詞と、不規則動詞の｢来る｣の可能形が２種類

あるということです。《たとえば、なにかの事情で不可能だ

ったのでしょ》 

A： Ｂさん、その映画、とうとう見（ら）れなかった。 

B： Ａさん、ついに来（ら）れなかった。 

C： ぼくも、きのうは来（ら）れなかったよ。 

 

 音声や文法の上で、正しいかどうか意見が分かれること

がある。⑨で、ただしイカッタ（×）、ヨカッタ（〇）と書

いたのは、まちがいです。エカッタも（〇）だし、どちら

も正しいと訂正します。 

 ところで、愛用の『新明解国語』（三省堂、第６版 1639

ページ）には、食べれる、寝れるなどと言う向きが多くな

ってきた模様であるが、本辞典では、正形と認めることに

いまだ躊躇を覚える」とあり、これはい
・ 
か
・
 め
・
 し
・
 い
・
 ご意見で

すね。 

つづく 

24 

す
い
せ
ん 

お
も
し
ろ
い
本 

 
 

 
 

 
 

 

竹
内
和
夫 

① 

『ユ
ー
ラ
シ
ア
胎
動
」
（堀
江
則
雄
著
、
岩
波
新
書
） 

２
０
１
０
年 

￥
６
０
０ 

副
題─

ロ
シ
ア
・
中
国
・
中
央
ア
ジ
ア─

と
あ
る

よ
う
に
、
い
ま
わ
き
た
つ
地
域
で
何
が
起
き
て
い
る

の
か
？
を
取
材
す
る
。 

② 

『
遊
牧
民
か
ら
見
た
世
界
史
』
（
杉
山
正
明
著
、 

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
、
２
０
１
１
年 

￥
９
５
２
） 

西
欧
本
位
、
中
華
王
朝
史
観
を
問
い
な
お
す
、 

４
７
７
ペ
ー
ジ
の
大
型
文
庫 

③ 

『
不
愉
快
な
現
実─

中
国
の
大
国
化
、
米
国
の
戦

略
転
換─

』
（孫
崎 

享
著
、
講
談
社
現
代
新
書
、 

２
０
１
２
年 

￥
７
６
０
） 

 
 

 
 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
、
イ
ラ
ン
大
使
を
歴
任
、

世
界
の
外
交
問
題
と
い
ま
の
危
う
い
日
本
。 

④ 
 

『グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
の
江
戸
』 

 
 

 
 

（田
中
優
子
著
、
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、 

２
０
１
２
年
、
￥
８
２
０
） 

江
戸
時
代
は
鎖
国
で
は
な
か
っ
た
、

衣
食
住
１
０
０
％
自
給
率
の
世
界
。 

 

２
０
１
３
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー 

「中
国
悠
久
の
旅
」の
販
売
、
ま
も
な
く
開
始 

カレンダー購入の申し込み先 

☆ 日中友好協会 岡山支部 

  電・ＦＡＸ 086－272－3010（竹内和夫） 

  電・ＦＡＸ 086－277－2470（小林軍治） 

☆ 日中友好協会 倉敷支部 

  電・ＦＡＸ 086－446－2711（宮地義男） 

☆ 総社日本語教室 事務局 

  電・ＦＡＸ 0866－99－2560（西森文子） 


